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１３）Paul Adrien Maurice Dirac.英国の物理学者。相対論的量子力学など斬新な理論を発表した。
１４）２に収束する有理数の列を構成することができる点に注意する。
















































































































































































































































































に対し，波動関数の初期条件 ＝ ０を満たす解 について考
察する。まず，解の存在と一意性を示すため，エネルギーを評価する。複素数










































































































１３０ 松山大学論集 第２２巻 第１号
ばれている。
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